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雇用トラブルの事例を
紹介する桂好志郎氏＝
９月29日、保険医会館

歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（04）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜１－１2－１5　TEL 06-6１70－8880　℻ 06-6１70-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

売り物件（東大阪市）
2400万円　東大阪市新石切
マンション１F
テナント（分譲）
チェア３台

賃貸（大東市住道）1000万円
賃料30万円　チェア３台
ＪＲ住道駅前　開業20年以上

賃貸（大阪市中央区）
3500万円　賃料400,000円
チェア３台（４年）
地下鉄本町駅約５分

賃貸（大阪市平野区）
賃料20万円　チェア２台
地下鉄喜連瓜破前徒歩９分1Ｆ

国
民
の
命
に
関
わ
る
大
問
題

金
を
財
界
に

大
盤
振
る
舞

い
す
る
構
図

で
あ
る
こ
と

消
費
税
増
税

　

一
体
、
ど
こ
ま
で
国
民

に
負
担
を
押
し
付
け
る
の

か
。
安
倍
首
相
は
来
年
４

月
か
ら
８
兆
円
も
の
負
担

増
に
な
る
消
費
税
率
の
８

％
へ
の
引
き
上
げ
を
表
明

し
た
。「
社
会
保
障
財
源

に
充
て
る
」
と
し
た
国
民

と
の
約
束
を
裏
切
り
、
高

齢
者
の
窓
口
負
担
増
や
介

護
保
険
給
付
の
縮
小
、
年

金
・
生
活
保
護
の
引
き
下

げ
な
ど
社
会
保
障
の
大
改

悪
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
自
民
党
の
有

力
な
支
持
団
体
で
あ
る
財

界
向
け
に
、
５
兆
円
も
の

公
共
事
業
や
復
興
特
別
法

人
税
の
廃
止
な
ど
の
バ
ラ

マ
キ
政
策
を
実
行
す
る
。

国
民
か
ら
吸
い
上
げ
た
税

究
所
が
７
月
に
公
表
し
た

調
査
で
は
、
暮
ら
し
向
き

が
「
苦
し
い
」
と
の
回
答

は
約
４
割
に
及
び
、
受
診

を
断
念
し
た
人
の
１
割
超

が
「
医
療
費
の
支
払
い
」

を
理
由
に
し
て
い
る
。
国

民
の
生
活
は
苦
境
に
追
い

抑
制
の
急
増
は
避
け
ら
れ

な
い
。「
損
税
」
負
担
と

共
に
医
院
経
営
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
消
費

税
増
税
は
国
民
の
命
に
関

わ
る
大
問
題
で
あ
り
、
増

税
表
明
は
撤
回
す
べ
き

だ
。

年
」
で
、「
景
気
対
策
」

と
い
う
名
の
大
企
業
優
遇

策
が
幾
度
と
な
く
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
が
、
拡
大
し

た
企
業
収
益
は
内
部
留
保

や
株
式
配
当
、
役
員
報
酬

に
回
っ
た
。「
大
企
業
の

業
績
が
上
が
れ
ば
、
賃
金

保
障
の
拡
充
で
国
民
の
懐

を
直
接
温
め
る
道
に
踏
み

出
す
こ
と
が
必
要
だ
。
窓

口
負
担
の
引
き
下
げ
や
保

険
料
負
担
の
軽
減
で
可
処

分
所
得
を
増
や
し
、
将
来

不
安
を
払
拭
す
る
と
共

に
、
社
会
保
障
分
野
の
雇

用
拡
大
で
消
費
を
喚
起
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

消
費
税
増
税
の
実
施
に

は
、
臨
時
国
会
と
通
常
国

会
の
論
議
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
協
会
は
、
消

費
税
増
税
に
反
対
す
る
広

範
な
国
民
と
手
を
携
え
、

増
税
撤
回
を
求
め
て
さ
ら

に
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
。

は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で

あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
。

　

政
府
は
一
部
の
経
済
指

標
を
取
り
上
げ
て
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
」
と
胸

を
張
る
。
し
か
し
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

や
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態

だ
。

　

消
費
税
増
税
と
社
会
保

障
大
改
悪
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
国
民
の
負
担
は
20
兆

円
規
模
に
達
す
る
。
過
去

に
例
の
な
い
負
担
増
で
あ

り
、
生
活
苦
に
よ
る
受
診

　

日
本
経
済
は
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
６
割
を

占
め
る
家
計
・
個
人
消
費

が
支
え
て
い
る
。
大
企
業

・
財
界
支
援
一
辺
倒
の
経

済
政
策
を
続
け
て
も
、
景

気
回
復
は
あ
り
え
な
い
。

　

現
に
「
失
わ
れ
た
20

は
上
昇
す
る
」
と
の
安
倍

首
相
の
主
張
が
絵
空
事
で

あ
る
こ
と
は
、
統
計
資
料

が
証
明
し
て
い
る
。

　

今
こ
そ
、「
家
計
は
増

税
」「
大
企
業
は
減
税
」

の
硬
直
化
し
た
経
済
政
策

の
歯
車
を
転
換
し
、
社
会

パ
ソ
コ
ン
の
閲
覧
は
断
る

税
理
士
　
斉
藤
直
樹

最 

近 
の

税
務
調
査
②

デ
ー
タ
の
開
示

　

税
務
調
査
で
「
パ
ソ
コ
ン

を
開
い
て
見
せ
て
欲
し
い
」

と
か
「
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ

を
メ
モ
リ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

入
れ
て
持
ち
帰
ら
せ
て
ほ
し

い
」
と
要
求
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。
法
律
で
は
税
務
調
査

の
対
象
と
な
る
の
は
「
帳
簿

書
類
そ
の
他
の
物
件
」
と
書

い
て
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
は

「
そ
の
他
の
物
件
」
に
は
入

ら
な
い
。
プ
リ
ン
ト
し
て
示

せ
ば
良
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
を
税
務

署
員
が
持
ち
帰
っ
た
後
必
要

が
な
く
な
れ
ば
「
消
去
し
ま

す
」
と
言
う
が
、「
消
去
し

た
か
」
ど
う
か
は
当
方
で
確

認
す
る
手
段
が
な
い
。
数
年

前
に
東
京
で

税
務
署
員
が

納
税
者
の
情

報
を
入
れ
た

ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
電
車

の
中
に
置
き

忘
れ
た
と
い

う
事
件
が
報

道
さ
れ
た
。

ま
た
企
業
か

ら
大
量
の
デ

ー
タ
が
流
出
す
る
事
件
も
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
報
道
さ
れ
る
。

電
子
デ
ー
タ
の
秘
密
保
持
の

難
し
さ
は
格
別
だ
。

書
類
持
ち
帰
り

　

税
務
調
査
に
来
た
税
務
署

　

経
税
部
は
雇
用
問
題
に
関

す
る
講
習
会
を
９
月
29
日
、

保
険
医
会
館
で
開
い
た
。
講

師
は
協
会
顧
問
社
労
士
の
桂

好
志
郎
氏
。
労
働
法
制
の
改

定
内
容
や
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の

事
例
を
解
説
し
た
。

　

桂
氏
は
、
大
阪
の
歯
科
医

院
の
雇
用
傾
向
と
し
て
有
期

雇
用
を
挙
げ
、「
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
て
も
契
約
期
間
内
は

解
雇
で
き
な
い
」
と
指
摘
。

専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
歯
科

医
院
で
の
雇
用
は
、
直
接
雇

用
や
期
間
の
定
め
の
な
い
無

期
雇
用
契
約
が
ふ
さ
わ
し
い

と
し
、「
採
用
経
費
や
ス
タ

ッ
フ
教
育
の
手
間
を
考
え
れ

ば
、〝
辞
め
た
く
な
い
歯
科

医
院
〟
に
す
る
工
夫
が
必
要

だ
」
と
説
明
し
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
で
多
い
の
が
残

業
と
有
休
だ
。
１
カ
月
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用

す
る
場
合
、
就
業
規
則
で
定

め
る
か
、
労
使
協
定
書
を
交

わ
し
て
労
基
署
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夏
季
休

暇
や
正
月
休
み
を
有
休
に
振

り
返
る
場
合
も
協
定
書
を
結

ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

最
近
、
増
え
て
い
る
の
が

パ
ワ
ハ
ラ
の
相
談
と
し
、
裁

判
で
は
①
過
度
に
感
情
的
②

人
格
を
否
定
す
る
言
動
―
―

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
９
月

29
日
、「
抗
血
栓
療
法
患
者
、

慢
性
腎
臓
病
患
者
の
歯
科
治

療
に
つ
い
て
」
を
開
き
34
人

が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
大
阪
病
院
歯
科

口
腔
外
科
部
長
の
美
馬
孝
至

氏
が
務
め
た
。

　

美
馬
氏
は
、
全
身
疾
患
を

有
す
る
患
者
の
治
療
は
日
常

診
療
と
な
っ
て
い
る
と
し
、

各
疾
患
の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
目
を
通
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
だ
と
強
調
さ
れ
た
。

　

ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
で
は
ト
ロ

ン
ボ
テ
ス
ト
（PT-INR

）
に

よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

で
、
治
療
の
目
安
に
で
き

る
。
投
薬
に
関
し
て
は
、
抗

生
剤
や
鎮
痛
剤
は
ワ
ル
フ
ァ

リ
ン
の
作
用
を
増
強
さ
せ
る

た
め
、注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

抗
血
小
板
薬
で
は
ア
ス
ピ

リ
ン
、
チ
ク
ロ
ピ
ジ
ン
（
パ

ナ
ル
ジ
ン
）
が
な
じ
み
深
い

が
、
パ
ナ
ル
ジ
ン
に
比
べ
副

作
用
の
少
な
い
プ
ラ
ビ
ッ
ク

ス
に
代
わ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

患
者
の
状
態
を
把
握
す
る

た
め
に
は
、
血
液
検
査
の
値

も
あ
る
程
度
理
解
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抜
歯

後
の
止
血
に
つ
い
て
は
圧
迫

止
血
が
基
本
と
し
、
サ
ー
ジ

セ
ル
、ス
ポ
ン
ゼ
ル
の
使
用
、

止
血
シ
ー
ネ
の
短
時
間
作
成

法
な
ど
を
紹
介
さ
れ
た
。

�

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

る
。

　

政
策
部
が
行
っ
た
歯
科
技

工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
技
工

所
の
経
営
や
技
工
士
の
就
労

条
件
の
厳
し
さ
が
改
め
て
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、
歯
科
医
師
に
対
す
る
厳

し
い
意
見
も
多
く
み
ら
れ
、

今
後
の
課
題
に
し
て
い
く
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

地
方
自
治
体
へ
の
働
き
か

け
で
は
、大
阪
市
へ
の
歯
科
保

健
要
望
で
の
懇
談
準
備
、
大

阪
府
交
渉
準
備
を
進
め
た
。

と
を
改
め
て
確
認
し
た
。
70

～
74
歳
の
１
割
負
担
継
続
と

診
療
報
酬
引
き
上
げ
を
求
め

る
院
長
署
名
へ
の
協
力
も
併

せ
て
集
め
る
方
針
。

　

10
月
24
日
は
保
険
で
よ
い

歯
科
連
絡
会
と
し
て
国
会
行

動
を
計
画
、
午
後
は
国
民
集

会
が
東
京
で
開
か
れ
る
。
目

標
10
人
に
対
し
、
16
人
が
参

加
す
る
。
同
27
日
に
は
、
歯

科
決
起
集
会
が
東
京
で
開
か

れ
る
。
目
標
50
人
に
対
し
、

43
人
が
参
加
を
予
定
し
て
い

　

協
会
は
第
７
回
理
事
会
を

５
日
に
開
き
、
安
倍
首
相
の

消
費
税
増
税
表
明
に
抗
議

し
、
社
会
保
障
改
悪
を
許
さ

な
い
運
動
対
策
な
ど
を
決
め

た
。

　

５
万
筆
を
目
標
に
し
て
い

る
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
請
願
署
名
」
は
、

こ
れ
ま
で
に
大
阪
で
２
万
３

６
０
０
筆
余
を
集
め
た
。
11

月
中
に
残
り
を
集
め
る
た

め
、
理
事
を
先
頭
に
会
員
を

訪
問
し
て
協
力
を
広
げ
る
こ

な
ど
の
有
無
が
争
わ
れ
て
い

る
と
説
明
。
ス
タ
ッ
フ
に
長

く
勤
め
て
も
ら
う
た
め
に
、

労
働
条
件
の
明
示
や
社
会
保

険
の
適
用
の
仕
方
な
ど
、

「
親
の
気
持
ち
で
、
子
ど
も

を
就
職
さ
せ
た
い
か
を
考
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と

話
し
た
。

　

最
後
に
、
歯
科
医
院
で
も

申
請
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
助
成
金
を
紹
介
し
、
保
団

連
作
成
の
冊
子
『
医
院
経
営

と
雇
用
管
理
』
の
活
用
を
呼

び
か
け
た
。

�

（
港
区
・
冨
本
昌
之
）

員
が
「
帳
簿
や
領
収
証
な
ど

を
預
か
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と

言
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を

「
提
出
物
件
の
留
置
き
」
と

い
う
。
こ
の
要
求
を
断
る
か

応
じ
る
か
は
納
税
者
の
任

意
。
断
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

罰
則
は
な
い
。

　

税
務
署
員
は
「
も
っ
て
帰

ら
せ
て
も
ら
っ
た
ら
調
査
が

速
く
済
む
」
と
言
う
場
合
が

あ
る
が
、
私
の
経
験
で
は
帳

簿
等
の
持
ち
帰
り
を
断
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
調
査
が
長
引

い
た
こ
と
は
な
い
。
国
税
庁

の
税
務
調
査
手
続
に
関
す
る

Ｆ
Ａ
Ｑ
（
一
般
納
税
者
向

け
）
に
は
、
む
し
ろ
「
納
税

者
の
負
担
軽
減
に
な
る
よ
う

な
場
合
に
持
ち
帰
る
」
と
言

う
よ
う
な
緩
や
か
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
解
説
が
さ
れ
て
い

る
。

�

（
つ
づ
く
）

経税部

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
講
習
会
開
く

抗
血
栓
療
法
患
者
の
治
療
法

大
阪
市
南
部
地
区

〝
辞
め
た
く
な
い
〟医
院
へ
工
夫
を

第７回理事会

社会保障改悪許さない
会員訪問で署名呼びかけ
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